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１．評価方法 

評価の実施にあたっては、平成１４年４月に科学技術・学術政策局に設置した「地

域科学技術施策推進委員会」（座長：末松安晴 国立情報学研究所顧問）において、

評価方法、評価項目等の検討を行った。そのうえで、同委員会の専門委員が各地域か

ら提出（平成１８年１月）された自己評価書の査読を行い、各地域の評価を行った（平

成１８年１～３月）。 

 

評価項目、評価の視点及び評価基準は、地域科学技術施策推進委員会における審議

を踏まえて表１のとおりとした。また、評価に携わった地域科学技術施策推進委員会

委員及び専門委員は、表２及び表３のとおりである。 

 
表１： 評価項目、評価の視点及び評価基準 

評価項目 評価の視点 評価基準 

１．目標達成度 事業提案時に立てた目

標（その後、見直した場

合はその目標）は達成さ

れたか 

Ｓ ＝ 十分に達成している。 

Ａ ＝ 概ね達成している。 

Ｂ ＝ ある程度達成しているが、不十分な点もある。 

Ｃ ＝ あまり達成しておらず、不十分な点が多い。 

２．事業計画 事業計画は適切であった

か、また必要に応じて見

直しがされたか 

Ｓ ＝ 事業計画は適切であり、必要に応じて見直しも図られた。 

Ａ ＝ 概ね事業計画は適切であり、必要に応じて見直しも概ね図

られた。 

Ｂ ＝ ある程度事業計画は適切であり、必要に応じて見直しもある

程度図られたが、不十分な点もある。 

Ｃ ＝ 事業計画は適切でなく、必要に応じた見直しも図られていな

い。 

（ １ ） 連 携

基盤の構

築 

産学官の研究開発基盤

が構築されたか 

Ｓ ＝ 充実した基盤が構築され、効果的に機能している。 

Ａ ＝ 概ね適切な基盤が構築され、概ね効果的に機能している。 

Ｂ ＝ 基盤がある程度構築され、ある程度機能しているが、不十

分な点もある。 

Ｃ ＝ 基盤として不十分な点が多く、あまり機能していない。 

３ ．

事業

成果 

（ ２ ） 研 究

開発の成

果 

新事業創出につながる

優れた研究成果が得ら

れたか。 

Ｓ ＝ 非常に優れた研究成果が得られている。 

Ａ ＝ 概ね良い研究成果が得られている。 

Ｂ ＝ ある程度の研究成果は得られているものの、不十分な点も

ある。 

Ｃ ＝ あまり研究成果が得られておらず、不十分な点が多い。 

（ １ ） こ れ

ま で の 取

組 

本事業と連携して、地方

公共団体の関連施策、

民間団体の関連事業等

が適切に実施されたか 

Ｓ ＝ 非常に優れた取組みが実施され、本事業と密接に連携して

いる。 

Ａ ＝ 概ね適切な取組みが実施され、本事業と概ね良好に連携し

ている。 

Ｂ ＝ 取組みがある程度実施され、本事業とある程度連携してい

るが、不十分な点もある。 

Ｃ ＝ 取組みがあまり実施されておらず、本事業との連携につい

ても不十分な点が多い。 

４ ．

地域

の取

組 

（ ２ ） 持 続

性 ・ 自 立

性 

本事業における成果を生

かした、継続的な取組が

計画されているか。 

Ｓ ＝ 地域において継続的取組が十分に計画されている。 

Ａ ＝ 地域において継続的取組が概ね計画されている。 

Ｂ ＝ 地域において継続的取組がある程度計画されているが、不

十分な点もある。 

Ｃ ＝ 地域において継続的取組が図られる見込がない。 
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表２： 地域科学技術施策推進委員会委員 

氏名（五十音順）・職 

 

沖村憲樹 

岸 輝雄 

清成忠男 

小林 健 

桜井靖久 

清水 勇 

末松安晴 

鈴木基之 

千本倖生 

田中道七 

土居範久 

昇 秀樹 

平井昭光 

古川保典 

村上路一 

 

 

独立行政法人科学技術振興機構理事長 

独立行政法人物質・材料研究機構理事長 

法政大学学事顧問 

日本政策投資銀行新産業創造部長 

東京女子医科大学名誉教授 

独立行政法人工業所有権情報・研修館理事長 

国立情報学研究所顧問 

放送大学教授 

イーアクセス株式会社代表取締役会長 

学校法人立命館総長顧問(関西 TLO 株式会社代表取締役専務） 

中央大学理工学部教授 

名城大学都市情報学部教授 

レックスウェル法律特許事務所弁護士・弁理士 

株式会社オキサイド代表取締役社長 

株式会社シクスオン代表取締役社長 
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表３： 専門委員 

氏名（五十音順）・職 

今井 常世 （財）宮崎県産業支援財団 新技術エージェント 

上原 健一 （有）つくばインキュベーションラボ 取締役 

内田 千美 埼玉県産業労働部 副部長 

円城寺英夫 三重県科学技術振興センター 特別顧問 

大内 一弘 秋田県産業技術総合研究センター 名誉所長 

大西 保志 愛知県産業技術研究所 副所長 

小川 一文 香川大学工学部 教授 

郡  英明 （財）とくしま産業振興機構 事業総括 

小林 邦彦 千葉大学知的財産本部 産学連携アドバイザー 

山東 睦夫 佐賀県工業技術センター 所長 

菅原 庸 放送大学 三重学習センター 所長 

高橋 四郎 （財）みやぎ産業振興機構中小企業支援センター 総括プロジェクトマネージャー 

高橋 正征 高知大学大学院黒潮圏海洋科学研究科 教授 

滝澤 秀一 長野県工業技術総合センター 主任研究員 

中西 幹育 鈴木総業㈱ 顧問 

野澤 義則 （財）岐阜県国際バイオ研究所 理事長兼所長 

橋本 正敬 東京都知的財産総合センター 所長 

藤田 晋輔 鹿児島大学地域共同研究センター 名誉教授・客員教授 

三木 俊克 山口大学 工学部長 

宮嶋 克己 北海道立工業技術センター 研究開発部長 

村上 清史 金沢大学共同研究センター センター長、金沢大学がん研究所 教授 

安井 昭夫 （社）山陽技術振興会 会長 

山田 正良 京都工芸繊維大学 地域共同研究センター センター長 

山中 信介 奈良県工業技術センター 所長 

山本 真 東京都立産業技術研究所 材料技術グループ長 

山本 善通 （社）中小企業診断協会滋賀県支部 支部長 

米川 孝宏 （財）とくしま産業振興機構 産学官連携コーディネータ 

 ＊職は平成１８年２月現在。
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